














































Report on “Camping and Mountaineering”
Outdoor Activity Education Practice
東　山　昌　央１）　　谷　口　裕美子１）

































































































































山梨学院大学  スポーツ科学研究，第１号，73 - 82，2018
74
SEIKO社、52g、52mm× 44.8mm× 12.7mm、以下、












































表 2．オリエンテーショ  
図 1．テント設営の練習 
回 時期 内容 作業
1 4月上旬 野外実習の概要説明（キャンプ，水辺，雪上共通）
2 6月上旬 講義：実習の基本的な考え方 個人調書の作成
3 6月下旬 講義：活動のリスク，指導者と参加者の責任 装備リストの配布
4 登山靴のレンタル手続き
5 7月上旬 実技：テントの設営方法 グループ編成の決定
6 講義：登山の登高速度を理解する（登山係のみ）


















































































































































































































1日目 2日目 3日目 4日目 5日目
心理的疲労 身体的疲労 充実感









NO.1 課題解決のためにグループで話し合う機会 4.68 0.56 34 72% 11 23% 2 4% 0 0% 0 0%
NO.2 成功や課題解決に向けて試行錯誤する機会 4.57 0.50 27 57% 20 43% 0 0% 0 0% 0 0%
NO.3 環境配慮行動を実践する機会 4.23 0.89 21 45% 19 40% 5 11% 1 2% 1 2%
NO.4 火器（バーナー）を利用する機会 4.21 0.93 21 45% 19 40% 4 9% 2 4% 1 2%
NO.5 刃物（調理・まき割り）を使う機会 4.15 1.14 24 51% 14 30% 3 6% 4 9% 2 4%
NO.6 キャンプ場（またはその周辺）でリラックスする機会 4.15 1.00 20 43% 19 40% 5 11% 1 2% 2 4%
NO.7 火おこしをする機会 3.87 1.21 18 38% 16 34% 4 9% 7 15% 2 4%
NO.8 仲間とたき火を囲む機会 3.87 1.13 16 34% 18 38% 6 13% 5 11% 2 4%












表 3．実習体験に関する質問 1 
実習で以下のことはどれくら当てはまりましたか？
M SD
NO.1 グループの仲間との関係が深まった 4.91 0.28 43 91% 4 9% 0 0% 0 0% 0 0%
NO.2 この実習で新たな知り合いができた 4.85 0.47 42 89% 3 6% 2 4% 0 0% 0 0%
NO.3 野外活動に含まれるリスクを実感した 4.81 0.45 39 83% 7 15% 1 2% 0 0% 0 0%
NO.4 自然の持つ厳しい側面を理解した 4.72 0.50 35 74% 11 23% 1 2% 0 0% 0 0%
NO.5 山梨の自然の新たな魅力を発見した 4.45 0.69 26 55% 16 34% 5 11% 0 0% 0 0%
NO.6 野外活動の楽しさを実感した 4.43 0.74 25 53% 19 40% 1 2% 2 4% 0 0%
NO.7 教育手段としてのキャンプの有効性を実感した 4.34 0.84 24 51% 18 38% 2 4% 3 6% 0 0%
NO.8 補助学生との交流ができた 4.28 0.77 21 45% 19 40% 6 13% 1 2% 0 0%
NO.9 競技スポーツの場面にも活かせることを学んだ 4.23 0.73 18 38% 23 49% 5 11% 1 2% 0 0%
NO.10 自然に対する配慮の方法を理解した 4.19 0.80 17 36% 24 51% 5 11% 0 0% 1 2%
NO.11 教員との交流ができた 3.98 0.79 11 23% 27 57% 6 13% 3 6% 0 0%
NO.12 二年次以降も野外活動の授業を履修したいと思った 3.64 1.13 12 26% 16 34% 11 23% 6 13% 2 4%












表 4．実習体験に関する質問 2 
M SD












M SD M SD
NO.1 印象に残る風景や，自然物との出会いがあった 4.54 0.77 4.83 0.43 *
NO.2 快適に登山をすることができた 4.02 0.76 4.57 0.58 **
NO.3 達成感のある登山だった 4.56 0.74 4.83 0.56 *
NO.4 運動量（登り3時間，下り2.5時間）は適正だった 3.50 1.07 4.15 1.10 **
NO.5 自然のなかでリフレッシュすることができた 3.89 0.96 4.36 0.89 *
NO.6 登山をまたやってみたいと感じた 3.19 1.29 3.74 1.08 *
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Ⅴ．まとめ
　本稿では、スポーツ科学部の夏季集中実習「野外活
動：キャンプ」の取り組みを報告した。授業の目的は、
①野外活動の教育的な意義や価値について理解を深め
ること、②教育キャンプの実践方法について理解を深
めること、③人と自然、地域のかかわりについて理解
を深めること、④共同生活をとおして、多様な人間関
係、社会的な態度のあり方について理解を深めること
であった。
　アンケート調査の結果、キャンプ生活や課題解決型
のプログラムを中心とした総合的な自然体験によっ
て、野外活動に対する理解、学生同士の人間関係の拡
充において成果が得られた。課題として、負荷の高い
活動をより安全、快適におこなうため、学生のコンディ
ションに配慮した実施方法の改善が挙げられた。 
　大学生の自然体験の不足（別惣、2003）が指摘され
る昨今において、このような総合的な自然体験の機会
は重要な役割がある。実習でのさまざまな体験は、生
きる力の育成、青少年の自然体験不足、あるいは、背
景の異なる他者とのコミュニケーションのあり方な
ど、近年の教育問題のトピックを自分自身の問題とし
て考える好機となるからである。実習内容の充実に取
り組むことに加えて、実習で生まれた問題意識につい
て、他の教職科目、野外活動科目と内容の関連を図り
ながら、長期的に理解を深めていく働きかけが重要と
考えている。 
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